
平成21年度選抜について 後期                横浜市立東高等学校 
単位制による全日制の課程 普通科 

 

Ⅱ 平成２１年度横浜立東高等学校単位制による全日制の課程普通科の

「総合的選考にあたって重視する内容」に基づく後期選抜の選考基準 
  
 

１ 総合的選考にあたって重視する内容 

次の①と②をあわせた内容 
① 調査書の記載内容で特に優れた活動状況や成果 

② 調査書の記載内容で、次の内容 

 ア 教科に関連した優れた成果 イ 生徒会活動 ウ 部活動での実績 

  

２ 後期選抜における総合的選考の選考基準 

 (１) 選考資料の扱い 

ア 調査書の扱いについて  

(ｱ) 学習の記録の中の評点の活用方法（観点別評価を活用する場合は、その活用方法） 
学習の記録 Ａ＝（第２学年の９教科の評点の合計） 

＋（第３学年の９教科の評点の合計）×２ （１３５点満点） 

(ｲ) 記載事項等の活用方法  
                Ⅰ…特記事項欄に記載がある 
                Ⅱ…ア  教科の活動を通して、県レベル以上の入賞があった者 
                    イ  生徒会本部で会長・副会長・会計・書記などの役員として活動のあった者 
                    ウ  部活動で県大会以上の大会出場実績があった者 
          上記のⅠ、Ⅱについて 

Ⅰに該当する者に   ｔ１=1.0 点 
Ⅱのアに該当する者に ｔ２=0.5 点 
Ⅱのイに該当する者に ｔ３=0.5 点 
Ⅱのウに該当する者に ｔ４=0.5 点  ｔ１、ｔ２、ｔ３、ｔ４の和をＴとする。  

イ 学力検査の結果の扱いについて  

Ｂ＝（学力検査５教科の得点の合計） （２５０点満点） 

(２) 具体的な選考の方法 
         Ｃ’値を次のように算出する。 
                ａ、ｂはＡ、Ｂを 100点満点に換算した数値とする。 
          Ｃ＝0.5ａ＋0.5ｂ 
        Ｃ’＝Ｃ＋Ｔ 
        ① Ｃ’値の高得点順に並べる。 
         ② Ｃ’値順で高得点順に審議し、調査書の記載事項、学力検査の結果等の各資料について

特に検討を要しない場合、合格とする。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 


